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はじめにはじめにはじめにはじめに    

野洲市は、旧野洲町時代から民間病院である野洲病院（特定医療法人社団御上会

野洲病院）を地域医療における中核的医療拠点として位置づけ、市内における医療

サービスを確保してきました。市はこの医療サービスを維持するために、野洲病院

に対して貸付金や補助金などの支援をしてきました。 

平成 23 年４月に、野洲病院が『新病院基本構想 2010』を提案したことにより、

市は野洲病院が経営を継続することの限界を表明したと整理しました。そして、こ

のままでは市内に中核的医療拠点としての役割を果たす病院がなくなるおそれが

あったことから、これらの役割を果たす病院が必要かどうかを判断することになり

ました。 

そこで、市は「野洲市地域医療における中核的医療機関のあり方検討委員会」や

「野洲市新病院整備可能性検討委員会」を設置し、病院の必要性と市が病院を整備

し持続可能な病院経営ができるかどうかの検討が行われてきました。 

これらの検討結果を踏まえ、医療サービス確保に対する市民の期待が高いことや

現在と同等の負担で病院を整備・運営し、現在の野洲病院よりも医療サービスを充

実できる可能性があることなどを理由に、「市は中核的医療拠点として、一定の役

割を担う病院を市立病院として整備すべき」として、野洲市中核的医療拠点のあり

方に関する基本方針を策定されました。 

今回、野洲市民に必要と考えられる市立病院整備の基本構想を検討するため、

「（仮称）野洲市立病院整備基本構想検討委員会」が設置されました。 

本検討委員会では、野洲市民に必要と考えられる病院像の検討と市立病院開設の

条件整理や課題を検証いたしました。特に、医療機能や立地場所、運営形態等を整

理し、市立病院が開院するまでの医療サービス確保の手法や病院の健全経営と活性

化を進めるための提案を提言書としてまとめました。市の基本構想策定の資料とし

てご活用いただければと思います。 

 

 

 

平成２６年２月１９日 

 

(仮称)野洲市立病院整備基本構想検討委員会 
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（仮称）野洲市立病院整備基本構想検討委員会設置までの経緯 

 

平成 23 年 4 月 

野洲病院（民間病院）が市に『新病院基本構想 2010』を提案 

≪市が土地建物と高額医療機器を調達し、野洲病院に貸付≫ 

平成 23 年 5 月 

野洲市地域医療における中核的医療機関のあり方検討委員会を

設置 

平成 23 年 10 月 同委員会より提言 ⇒ 『病院は必要』 

平成 24 年 1 月 

市は野洲病院の『新病院基本構想 2010』に対し回答 

≪野洲病院の提案の実現は困難≫ 

野洲市新病院整備可能性検討委員会を設置 

平成 24 年 7 月 同委員会より提言 ⇒ 『可能性あり』 

平成 24 年 12 月 

野洲市中核的医療拠点のあり方に関する基本方針（素案）を 

市議会都市基盤整備特別委員会に提案 

≪賛成多数で承認により（素案）→（案）へ≫ 

しかし、1／3を超える議員の反対を重く受け止め、新病院 

整備検討を凍結 

平成 25 年 5 月 

公開討論会の開催 

（130 人を越える参加者が、賛成、反対の立場で活発に意見交換） 

平成 25 年 7 月 

市民懇談会の開催 

（約 80 人の参加者からの賛成や不安などに対し、市長が直接回答） 

平成 25 年 8 月 

病院整備に必要な基本構想策定にかかる予算を市議会に提案 

≪賛成多数で可決≫ 

平成 25 年 11 月 

『野洲市中核的医療拠点のあり方に関する基本方針』を公表 

≪8月議会の病院関係予算の可決(9/20)≫により、「案」が承認≫ 

 

 

 

『（『（『（『（仮称仮称仮称仮称））））野洲市立病院整備基本構想検討委員会野洲市立病院整備基本構想検討委員会野洲市立病院整備基本構想検討委員会野洲市立病院整備基本構想検討委員会をををを設置設置設置設置』』』』    
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１１１１....検討委員会検討委員会検討委員会検討委員会のののの役割役割役割役割とととと検討課題検討課題検討課題検討課題    

平成 23 年度から市による 2 つの検討委員会を経て、市の考え方を「野洲市中核

的医療拠点のあり方に関する基本方針（以下、「市基本方針」という。）」としてま

とめられました。 

今回、医療関係者、市民団体の代表、そして市民公募委員も含めた本検討委員会

では、市基本方針による「野洲市民に必要と考えられる病院像」について確認し、

かつ、未決定であった具体的な立地場所や運営形態について検討しました。 

また、市立病院開院までの医療サービスの確保や病院の健全経営と活性化を進め

るための提案についても検討して取りまとめ、市が策定する基本構想に関する提言

を行います。 

  確認及び検討した課題は以下のとおりです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

【【【【市基本方針市基本方針市基本方針市基本方針におけるにおけるにおけるにおける病院像病院像病院像病院像のののの確認項目確認項目確認項目確認項目】】】】    

○野洲市民に必要と考えられる病院像の確定 

・病院の役割 

・主な医療機能と標榜診療科 

・病床数 

・医療施設のあり方 

・事業収支計画 

【【【【本検討本検討本検討本検討委員委員委員委員会会会会のののの検討項目検討項目検討項目検討項目】】】】    

○野洲市民に必要と考えられる病院像の確定 

・具体的な立地場所 

・運営形態 

○市立病院開院までの医療サービス確保の検討 

・市立病院開院までの流れの確認 

・市と野洲病院の関係性と評価 

○病院の健全経営と活性化を進めるための提案 

・病院経営の実情と展望 
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【【【【市基本方針市基本方針市基本方針市基本方針におけるにおけるにおけるにおける病院像病院像病院像病院像のののの確認確認確認確認】】】】 
 

２２２２．．．．野洲市民野洲市民野洲市民野洲市民にににに必要必要必要必要とととと考考考考えられるえられるえられるえられる病院像病院像病院像病院像のののの確定確定確定確定    

((((１１１１)))) 病院病院病院病院のののの必要性必要性必要性必要性・・・・医療医療医療医療ニーズについてニーズについてニーズについてニーズについて    

病院の必要性は、市民にとって市内に病院があることは、救急時の対応や近くで

入院治療を受けることができるなど、病院が医療サービスを提供する機関だけでな

く、安心して生活できるという精神的な支えにもなっています。また、市民の高齢

化が進んでいくことを想定し、将来への備えとして在宅医療を進めていく上で、市

内の医療機関との連携や広域的な医療圏から見た役割分担の観点から「一定の役割

を担う病院」は必要であることが確認されています。 
また、市が実施した市民アンケートの結果において、現在の中核的医療機関とし

て位置づけている野洲病院の存続が困難な場合に、市が病院を整備することに約

75％が賛成しており、医療ニーズの高さが伺えます。 
 
((((２２２２)))) 市立病院市立病院市立病院市立病院のののの役割役割役割役割、、、、主主主主なななな医療機能医療機能医療機能医療機能などなどなどなど    

病院像を検討する上では、市民が安心して利用できる病院にしてほしい反面、す

べての機能を市立病院が担うことは難しいため、市立病院の負担が過剰にならない

ような対策が必要です。具体的には、市民がかかりつけ医を持つことや医療の機能

分化、機能分担について、市民理解の促進が必要です。 

また、現在は国の医療政策の転換期であり、医療法の改正や滋賀県による２次保

健医療圏単位の医療ビジョンの検討が予定されており、市立病院の機能については

広域的な視点から将来を見据えて検討されることを期待します。 

 

①①①①    市立病院市立病院市立病院市立病院のののの役割役割役割役割    

本市を取り巻く医療環境から考えると、周辺医療機関との機能分化、機能分担に

よる病診連携、病病連携を重視する必要があります。高度先進医療などの高度急性

期医療は近隣病院との連携で対応し、地域住民にとって身近にあると便利な回復期

医療、そして在宅医療については診療所等の後方支援機能を重視すべきです。 

また、市立病院が医師会と連携を深め、患者の医療サービス選択のコーディネー

ターの役割を果たせることを期待します。これらのことを踏まえ、地域の病院とし

て必要な役割を次のとおり確認しました。 
 
 
 
 
 
 

＜病院の役割＞ 

○中軽度の症状で入院が必要な市内患者への対応 

○大学病院などの急性期で重度な医療を担う病院と自宅療養の間をつなぐ役割 

○在宅医療を推進する上で診療所等の後方支援の役割 
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②②②②    主主主主なななな医療機能医療機能医療機能医療機能とととと標榜診療科標榜診療科標榜診療科標榜診療科    

この地域に必要とされる病院像について、「医療サービス維持の観点」「将来の想

定と現在の充実の観点」「病院の健全経営の観点」で、主な機能と診療科について

確認いたしました。 

診療機能については、従来型のデパートのような地域病院ではなく、特色ある病

院づくりが必要であることから、例えば、内視鏡治療及び糖尿病治療等について、

特化した専門的な検査・治療ができる体制づくりを目指すことを期待します。 

また、高齢化によって増加が予想される認知症患者への対応が必要であり、早期

発見、早期治療のための予防医療に力を入れていくことが必要です。認知症患者に

対しては専門病院との連携、そして予防医療については二次予防（重症化すると治

療が困難または大きなコストのかかる疾患を早期に発見するための精密検査など）

を中心として対応することを期待します。 

現時点での診療科の構成は、地域のニーズや周辺病院との機能分化を踏まえ、以

下の内容を基本としました。なお、小児科と産科は採算性が厳しいものの、地域に

は必要な診療科であるため設置することを期待します。 

主な機能や診療科については、医療政策、周辺医療環境の変化や医師確保などを

考慮して、今後も引き続き見直していく必要があります。 

 
 

主な機能 

回復期医療 

在宅医療の後方支援機能 

内視鏡及び糖尿病治療等に特化した専門医療の提供 

対応可能な５疾病４事業 

・５疾病（悪性新生物、脳卒中、虚血性心疾患、糖尿病、精神疾患） 

・４事業（救急医療、周産期医療、小児医療・救急、災害医療） 

診療科 

内科・小児科・外科・整形外科・産婦人科・泌尿器科・眼科 

リハビリテーション科・人工透析・耳鼻咽喉科 等 
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③③③③    病床数病床数病床数病床数    

病床数は、地域の需要と病院機能を見極めて設定する必要があります。病床数と

その内訳は、周辺病院との機能分化の必要性を踏まえ、野洲地域に本当に必要とさ

れる医療サービスを考慮して以下のとおり確認しました。 

ただし、医療政策の転換期であり一般病床の考え方が大きく整理されていくため、

今後の国の動向と県の医療政策を踏まえる必要があります。また、病棟管理などの

観点から、基本計画策定時に柔軟な見直しが必要となります。 

 

④④④④    医療施設医療施設医療施設医療施設のありのありのありのあり方方方方    

  病院施設の規模は、市基本方針で提示された病院施設、医療機器等について、前

述の病院像を考慮して以下のとおり確認しました。 

  なお、医療機器においては、特殊な医療機器は極力減らし、過剰設備にならない

よう注意が必要です。また、情報システムについては、機能性と効率性、そして採

算性を見極めた整備が必要です。 

 

 

病床数 １９９床 

内 訳 一般病床 99 床、回復期病床 50床、医療型療養病床 50床 

病院施設整備費用     約 57 億円     

＊ 用地取得費用及び造成費は除く  

   ＊ 基本・実施設計、監理費含む(建築工事費の 5％程度) 

   ＊ 事務費含む（総事業費の 2％程度） 

《病院施設等》 

①  施設延床面積      14,925 ㎡ (75 ㎡/床) 

②  建築単価          27 万円／㎡ 

③  建築面積 (敷地面積)   4,400 ㎡ (5,500 ㎡) 

④  駐車場           300 台 

* 野洲駅南口周辺整備構想において、駅前市営駐車場としての 

立体駐車場整備を検討中 

《医療機器等整備》 

⑤  医療機器                 10 億円 

⑥  情報システム構築費        3 億 5 千万円 
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⑤⑤⑤⑤    事業収支計画事業収支計画事業収支計画事業収支計画    

事業収支計画については、野洲市新病院整備可能性検討委員会において検討され

た前提条件（平成 23 年度病院経営実態調査報告データ等の平均的な数値をベース）

を使用しており、病院像に変更がないことから、本委員会では現時点で大きく見直

す必要はないことを確認しました。 

なお、現在、国の医療政策の転換期であることから、今後の動向を注視して周辺

医療環境の変化を見極め、病院像がより具体化される基本計画策定時に見直す必要

があります。 

収支計画を見直すにあたり、注意すべき点を下記の通り示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜見直し時の注意点＞ 

 

≪収入面≫ 

・診療報酬の定期改定  （２年に１度） 

・患者の受療動向の変化 （前回調査対象；平成 23 年５月実績） 

・国の交付税制度の見直し（公立病院運営に伴う国からの財政措置） 

 

≪支出面》 

・消費税率の改定    （５％⇒８％⇒10％） 

・建築単価上昇の可能性 

・償還金利上昇の可能性 

 

≪収入、支出共通≫ 

・病床数の内訳の見直し （国の医療政策の動向と病棟管理の観点） 

・看護配置基準見直しの可能性 
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【【【【本検討委員会本検討委員会本検討委員会本検討委員会のののの検討項目検討項目検討項目検討項目】】】】    

⑥⑥⑥⑥    具体的具体的具体的具体的なななな立地場所立地場所立地場所立地場所    

立地場所については、これまでの検討を踏まえて、市は野洲駅南口周辺市有地で

立地することを提案されています。 

本検討委員会において、市が提案する野洲駅南口周辺市有地は、市民が利用しや

すく、既存の公共交通機関（路線バス・コミュニティバス）が利用できるメリット

があり、医療スタッフの確保にも有利であることを確認しました。また、仮に駅周

辺ではなく、郊外に病院を立地した場合は、上記のメリットが得られず、病院の収

支計画が成り立たないと整理されています。 

具体的な立地場所については、想定される対象区域の中で「Ａ候補地」、「Ｂ候補

地」を下図のとおり示されました。医療サービスの利用と提供の観点により評価し

た場合、既存の公共交通機関との連携、駅施設や駅ロータリーとの連続性、そして

新たな用地取得が不要であることなどから、本検討委員会としては駅ロータリーに

隣接する「Ａ候補地」が望ましいと判断しました。 
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なお、野洲駅南口周辺市有地の全体構想について、滋賀県立大学・立命館大学・

野洲市の三者で共同研究が現在進められていることから、検討は共同研究に委ねる

こととします。 
本検討委員会の役割として、病院立地に関して配慮すべき点や注意事項などを

取りまとめた結果は、次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦⑦⑦⑦    運営形態運営形態運営形態運営形態    

運営形態には、市が直接運営（一部適用・全部適用）・指定管理者制度による運

営・地方独立行政法人を設置して運営という選択肢があります。それぞれの運営形

態には一長一短あるため「市の責任を持った病院事業への関与」と「医療環境の変

化への即時的な対応」を総合的に考慮し、市が直接運営（全部適用）と独立行政法

人を設置して運営の２つを中心に比較検討しました。 

市が直接運営（全部適用）する場合、野洲病院と市立病院の切り替え時の安定性

や市の医療政策が反映しやすい、採算性の確保に過度に傾注することなく不採算医

療を守りやすい等のメリットがあります。また、200床程度の病院規模で、個別に

法人を作ることは効率的ではないということも挙げられます。 

検討の結果、市立病院の開院当初の段階では、不測の事態に対する備えと経営の

安定化を優先させるため、市が直接運営（全部適用）することが望ましいと判断し

ました。 

  なお、開院５年後程度を目途に運営状況を検証し、市が直接運営（全部適用）、

地方独立行政法人による運営など、医療環境の状況も踏まえて運営形態の再検討を

行うことを提案します。 

＜立地における配慮すべき点等＞ 

○自家用車が利用できない市民が増加していくことの想定が必要 

・市内バスの多くが野洲駅を発着地点にしていることから、現在の公共交通資源 

を最大限に活用。なお、駅北口バスターミナルやＪＲ乗降者への配慮が必要。 

○自家用車で利用する市民が多いことを考慮 

・小学校の登下校時の安全面に配慮。（病院の利用時間帯を考慮） 

・駐車台数を十分に確保するとともに、施設と立体駐車場の円滑な接続や１台 

あたり駐車スペースを広く取るなど、使いやすい立体駐車場の設定。 

○一体化したまちづくり 

・市内の公共施設が点在しているため、病院整備と関連した市民が利用できる 

公共施設を立地。 

＜具体的な立地場所＞ 

○病院施設は、駅ロータリーに隣接する「Ａ候補地」が望ましい。 
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一方、病院を健全経営する上で、運営形態は一つのポイントとされています。し

かし、本当に大切なことは、目指すべき病院像が正しいかどうか、それを導く経営

責任者（リーダー）が明確でいかにリーダーシップを発揮できるかどうかというこ

とです。 

また、医療は主たる収入である診療報酬を国が定めるため、独自で設定すること

ができず、一般企業活動とは少し事情が異なることを理解しておく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３....市立病院開院市立病院開院市立病院開院市立病院開院までのまでのまでのまでの医療医療医療医療サービスサービスサービスサービス確保確保確保確保    

((((１１１１)))) 市立病院開院市立病院開院市立病院開院市立病院開院までのまでのまでのまでの流流流流れれれれ    

市立病院開院までの流れについては、継続した医療サービスの提供を前提に、

「【1】市が病院を開院するまでの間、野洲病院が医療サービスを継続する手法」、

「【2】野洲病院施設を使用して、市が医療サービスを提供する手法」の選択肢があ

ります。 

本検討委員会で検討した結果、【2】の野洲病院施設を取得し、市立病院化する手

法は、市の財政負担が大きすぎるため、「【1】市立病院が開院するまでの間、野洲

病院が医療サービスを継続する手法」が有利と考えられます。 

なお、市立病院が開院する準備に当たり、市は市立病院と野洲病院の切り替えを

想定していることから、市が目指す市立病院の役割を見据えて、野洲病院において

も機能見直しを含めた経営改善が必要となると考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜運営形態＞ 

市立病院の開院当初の段階では、不測の事態に対する備えと経営の安定化

を優先するため、市が直接運営（全部適用）することとし、開院５年後程度

を目途に運営状況を検証し、市が直接運営（全部適用）、地方独立行政法人に

よる運営など、医療環境の状況も踏まえて運営形態の再検討を行うこと。 

＜前 提＞ 

 ○継続した医療サービスの提供 

 

＜選択肢＞ 

【1】市が病院を開院するまでの間、野洲病院が医療サービスを継続 

【2】野洲病院施設を使用して、市が医療サービスを提供 

 

＜現 状＞ 

○市立病院開院時に野洲病院が閉院することを条件に、開設許可が取得可能 

○野洲病院理事会で野洲病院閉院に向けた方向性を承認済み 
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((((２２２２)))) 市市市市とととと野洲病院野洲病院野洲病院野洲病院のののの関係性関係性関係性関係性    

市と野洲病院の関係性については、昭和 60 年に市（当事野洲町）が民間病院で

ある野洲病院に対して貸付金による財政支援以降、現在まで貸付金、補助金、損失

補償などの財政支援及び町（市）の議員や幹部職員が野洲病院理事をするなどの人

的関与をしてきました。このことは、医療サービスの確保のために、市が野洲病院

を中核的医療機関と位置づけて、地域医療サービスを継続して提供するためです。 

しかし、野洲病院が経営を継続することの限界を表明（新病院整備構想 2010 の

提案）したことから、市が中核的医療拠点として市立病院を整備することを判断し

ました。 

これらの経緯を踏まえ、野洲病院の医療資源を有効活用する必要はありますが、

野洲病院の債務等に影響されないように、市と野洲病院の責任分担を明確にして、

今後計画的に進めていく必要があります。 

なお、医療サービスの継続の観点から、市立病院開院まで「市は野洲病院の運営

に対して、補助金等を継続する必要がある」と判断します。 

 

 

 

 

４４４４....病院病院病院病院のののの健全経営健全経営健全経営健全経営とととと活性化活性化活性化活性化をををを進進進進めるためるためるためるためのめのめのめの提案提案提案提案    

((((１１１１)))) 病院経営病院経営病院経営病院経営のののの実情実情実情実情とととと展望展望展望展望    

①①①①    医療医療医療医療スタッフのスタッフのスタッフのスタッフの確保確保確保確保    

医師確保については、医師は大都市圏で働きたいという意向が強く、地方病院で

は多忙で勉強する時間も確保できないと言われる状況の中、地方の中核病院が医師

を確保するためには、働き甲斐のある職場を提供することが重要です。そのために

は、理念が明確でここでなければできない経験や症例があることを特色として掲げ

ることが必要です。 

滋賀県では、滋賀医科大学と県が共同で医師キャリアサポートセンターを設置し

ており、このようなシステムを利用することも有効と考えます。また、安定した医

師確保には、大学からのサポートも必要であるため、滋賀医科大学、京都大学、京

都府立医科大学等との関係をより一層密にしていく必要があります。 

２、３年後には医師数が増えることが期待されており、地方の病院でも現在より

比較的医師が確保しやすくなると思われますが、少しでも有利に医師を確保するた

めには魅力的な病院づくりへの努力が必要です。 

看護師については、団塊世代が 75歳になる 2025 年には看護師が 50万人不足す

るとされており、計画的に看護師を確保していく必要があります。そのためには、

新人看護師の採用が重要となることから、新人看護師の教育制度の充実や働きやす

い環境づくりなど、魅力ある病院づくりが必要です。また、野洲市に必要な病院を

＜補助金＞ 

○市は野洲病院の運営に対して、補助金等を継続する必要がある 
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考慮すると介護士や理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などのスタッフも必要で

す。 

なお、野洲病院には、地域の医療事情に精通している医療スタッフがいることか

ら、優秀で意欲のある地域医療資源の有効活用に期待します。 

職員が働きやすい病院にするためには、働きやすい職場について周辺病院のスタ

ッフから参考意見をもらうなど、現場の意見が反映された病院であることが理想的

です。また、ワークライフバランスを考え、仕事と生活が調和できる環境をつくる

ことで、長期的に職員が働きやすい病院が実現され、質の良い医療提供につながる

と思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②②②    市立市立市立市立病院病院病院病院にににに対対対対するするするする期待期待期待期待    

特に若い世代が野洲市に定着するように、小児科や産婦人科などの不採算医療が

守られることを期待します。また、女性専門外来など女性が相談しやすい病院づく

りを進めることで市立病院がより一層利用しやすくなると思われます。 

多くの市民は、このまちで安らかな最期が迎えられることを望んでおり、市立病

院への期待は大きいものがあります。しかし、市立病院だけで完結できない部分も

ありますので、診療所や周辺病院との連携を図りながら、期待される役割を果たす

ことが求められます。 

今後、市立病院計画の策定において、地域の関係者が集まり具体的に医療連携を

検討することも必要であり、ワーキンググループなどを設置することも有効です。 

また、常に進歩している情報社会において、市立病院の建設段階で電子カルテの

導入だけではなく、既に構築されている県と地元医師会を含めたネットワークとの

情報交換が円滑に行える体制を整えていくことが望まれます。 

地域の病院の存在意義の一つに高齢者に親切で使いやすい病院が期待されてい

ます。そのためには、病院からの情報発信と地域の利用者からの声を集める仕組み

を構築するなど、双方向のやり取りによる地域で育てる病院づくりを望みます。 

  市民の健康を守るためには、市民ひとりひとりが自ら健康に気遣うことが大切で

す。特に病院の検討においては、病気になった後の治療に注目されがちですが、本

当の意味で健康を守るということは、予防医療や早期発見などが重要であり、不幸

にも病気になった場合は、症状が重篤にならない段階での治療が有効となります。 

  そこで、市の福祉施策の位置づけの中で、検診事業を充実されることとそれと連

＜医療スタッフの確保＞ 

○働き甲斐のある職場を提供 

 ○特色ある魅力的な病院づくり 

○滋賀医科大学、京都大学、京都府立医科大学等との連携 

 ○新人看護師の教育制度の充実 

 ○地域医療資源の活用 

 ○ワークライフバランス（仕事と生活の調和）の実現 
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動した病院の役割が果たされることが期待されています。 

 

③③③③    基本計画策定基本計画策定基本計画策定基本計画策定にににに向向向向けてけてけてけて（（（（検討体制検討体制検討体制検討体制のののの整備整備整備整備））））    

次の点を考慮し、検討体制の整備を図りながら、基本計画を策定することを望み

ます。 

  ・医療現場の意見を反映できるようにワーキンググループの設置が理想的です。 

・市内、滋賀県内の地域ネットワークによる地域医療の連携を議論する機会を設

けることを望みます。 

  ・地域の利用者の声が反映されるような機会を設けることを望みます。 

  ・良い医療スタッフの確保のために、働きやすい病院について周辺病院のスタッ

フから参考意見をもらうなど情報収集して検討することを望みます。 

  ・これまでの検討を踏まえ市立病院の「理念・ビジョン」を定め、それを目指し

た議論により意見集約されることを望みます。 

 ・管理・経営部門の検討には、民間の発想や視点を反映できる人選を期待します。 
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【検討委員会開催経過】 

 

第１回 検討委員会 

【１１月２６日(火)】 

 

第２回 検討委員会 

【１２月１７日(火)】 

 

▼野洲市民に必要と考えられる病院像の確定 

  ・病院の役割(野洲市における必要性) 

  ・主な医療機能と標榜診療科、病床数 

 ・立地場所 

 ・医療施設のあり方 

 ・運営形態 

▼病院の健全経営と活性化を進めるための提案 

 ・病院経営の実情と展望 

 

 

第３回 検討委員会 

【 １月１４日(火)】 

 

 

▼市立病院開院までの医療サービス確保の検討 

・市立病院開設までの流れの確認 

・市と野洲病院の関係性と評価 

▼病院の健全経営と活性化を進めるための提案 

・病院経営の実情と展望 

 

第４回 検討委員会 

【 ２月１９日(水)】 

 

▼検討のまとめ 

・検討委員会提言案の確認 

⇒ 委員会終了後提言 
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